
平成３０年度練習試合 2018年 05月 19日     矢掛高校 VS 玉島高校     ＠うぐいす球場 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 

玉 島 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2 

矢 掛 0 0 0 0 0 1 2 1 ×    4 

矢 花岡、笠行 ― 小池、渡邊大樹              文責：小野 愛友奈（普通科探究コース３年） 

 

矢掛高校の先発は、２年生右腕の花岡（木之子中） 

1回表、玉島高校の攻撃。一死から、左越二塁打を放たれるも、後続を飛球で抑え、無失点の立ち上がり。 

1回裏、矢掛高校の攻撃。一死から大山（小北中）が振り逃げで出塁し、さらに暴投で二塁へ。次打者の小川（真

備中）の打球が悪送球となり、二塁走者が本塁を狙うもタッチアウト。初回の攻撃を無得点で終える。 

2回裏、矢掛高校の攻撃。先頭の真砂（木之子中）が四球で出塁し、盗塁を決めるが、三者連続三振で無失点。 

3回裏、矢掛高校の攻撃。二死から赤木（小北中）が四球で出塁するも、後続が倒れる。 

4回表、玉島高校の攻撃。花岡の好投により三者凡退に抑える。 

4回裏、矢掛高校の攻撃。ここで玉島高校、投手の変更。二死から佐藤武蔵（木之子中）が四球で出塁するも、

後続が途絶える。 

5回表、玉島高校の攻撃。先頭打者に四球を与えてしまう。なんとか二死を奪うが、連続四死球で満塁としてし

まう。次打者にあっさりと四球を与え、押し出しで１点を失う。さらに振り逃げの間に１点を追加され、

２点のビハインドを追う。 

5回裏、矢掛高校の攻撃。一死から小池（総社西中）が四球で出塁し、牽制悪送球で進塁するも無得点。 

6回裏、矢掛高校の攻撃。先頭の大山が四球で出塁し、牽制悪送球で三塁まで進む。一死から真砂が中前打を放

ち、１点を返す。さらに盗塁と、悪送球でチャンスを作るが後続が倒れ、同点ならず。 

7回表、玉島高校の攻撃。ここで矢掛高校、投手の変更。１年生右腕の笠行（小北中）がマウンドへ。二死から

失策により出塁を許し、さらに盗塁と四球、野選で満塁のピンチを招くが、笠行が踏ん張り、無失点。 

7回裏、矢掛高校の攻撃。ここで玉島高校、投手の変更。一死から小池が死球で出塁し、盗塁も決める。二死か

ら、赤木が四球で出塁し盗塁も決め、二死二・三塁で逆転のチャンスを迎える。続く大山も四球で満塁

とし、小川の左越二塁打で２点を奪い、逆転に成功する。続く真砂が四球で出塁するも、追加点ならず。 

8回裏、矢掛高校の攻撃。先頭打者の森上が左越二塁打を放ち、続く笠行が左前打で続く。ここで小池が犠飛を

放ち、１点を追加し、２点差で最終回へ。 

9回表、玉島高校の攻撃。笠行がこの回からマスクを被る渡邊大樹（矢掛中）の好リードもあり２つの三振を奪

う好投で三者凡退に抑え、試合終了。 

 

矢掛高校は４対２で玉島高校に勝利した。今回の試合では四球、安打などでの出塁が多く、良いバッティングが

見られた。しかし守備面では、四死球や暴投が多く、失策も目立った。この試合で見つけた課題をしっかり見直

し、守備力を高めていって欲しい。また、安打も放ち、走者を背負いながら無失点に抑えた１年生の笠行の高校

での初勝利に続けるように、新戦力の活躍も期待したい。 

今シーズンの勝敗    

２１勝７敗３分 


